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とくに表情筋や軟 口蓋諸筋の場合,筋 束が小 さく
ても審美的,嚥 下機能,発 音などに重大な結果 を
もた らす ことがある。本研究は外科的侵襲が筋神
経支配におよぼす影響を検討するために,ラ ッ ト
顎二腹筋前腹 を周囲組織 より剥離 し,そ の後の筋
線維および神経支配の変化を酵素組織化学および
トレーサーを用いた神経追跡実験により検索 した。
　実 験動 物 に8-10週齢Wistar系ラ ッ トを用
い,顎 二腹筋前腹を剥離後復位 したものを筋剥離
群,顎 舌骨筋神経 を切断 した もの を神経切断群
とした。術後3,7,14,21,28,56,84日に筋















タイプ2C線 維が出現 し,以後実験期間を通 じ観
察 された。筋剥離群でも同様術後7日 にタイプ2






く認 められなか ったが,筋 剥離群では術後21日




















摘 し,改善へ向けての指針 を示 したことで歯学の
進歩に寄与す るものと評価 し,加 えて申請者の学
識 も学位授与に値すると判断 し合格 と判定 した。
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